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福島から次世代へ！国外へ！オーガニック
コットンで想いをつなげるプロジェクト

インドにおける持続可能な開発のための伝
統的農業：SATOYAMAのアプローチ

 福島県

 インド
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1年目

調査研究
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1年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
コットン栽培に関わった大学生たちは、夏休み中の
高校生への農業体験提供、学園祭での活動紹介ブー
スの設置とオンラインで結んだ草木染め体験の共有
など、自分たちの活動を通して本プロジェクトの意
義を同世代の若者たちに伝える場づくりを行った。
活動は学内ライオンズクラブの活動の成果としてラ
イオンズクラブ全国版広報誌などで取り上げられ、
地域外への波及力は非常に大きかった。さらに、ネ
パールの女性たちに対してオンラインでの説明を留
学生自身の手で行い、糸紡ぎの手法と併せ本プロ
ジェクトの取組み内容やその意義を解説した。

活動内容と成果
① 北東インドの焼畑に関する学術論文集を編纂する
ため、インド国内外の専門家9人（+スタッフ2人）
からなる編纂委員会を組織し、論文アブストラク
トを募集。投稿24件、17件をアクセプト。14編の初
稿が寄せられた
② 焼畑に関する意識啓発と知見集積を目的に、チェ
ング祭（参加者約250人）、先進地視察（13人）、イ
ンドSATOYAMAワークショップ（15人）を開催
した
③ バリパラ財団主催のEHNFフォーラムにてセッ
ションを運営し、伝統的農業の重要性を発信

課　題
東日本大震災後の福島浜通りでは復興が進む反面、
震災体験の風化が進み、若い世代との学びや教訓の
共有には大きな課題が残る。地域外や国外ではなお
さらである。

目　標
福島と地域外、特に国外の若い世代を対象とした東
日本大震災とその後の環境配慮型の取組みを通した
学びの共有が、若者自身の手で進められる。

課　題
焼畑をはじめとする伝統的土地利用には、北東イン
ドで育まれた知的財産が詰まっているが、誤った固
定観念と農村からの人口流出による消滅・劣化が懸
念される。

目　標
伝統的な農業が、生物多様性の保全や持続可能な開
発を達成する手段としての役割を果たせるよう、伝
統的な農業に対する正しい知識が広がる。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍の中でネパー
ルへの渡航が困難となり、実施の難
しい事業内容が出てきてしまった。

■工夫した点
早い時期に事業内容の見直しを行
い、事業変更手続きを取ったことで、
代替えの事業により一定の成果を上
げることが可能となった。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍の移動制限に
より現地での活動が実行できず、海
外先進地視察も延期になり、現地関
係者の関心の低下が懸念された。

■工夫した点
文化的に重要なチェング祭と活動を
組み合わせ協力関係を実証。近隣地
域で先進的活動を見つけて視察を実
施し、知識交流を確保。

新型コロナウイルスの影響をできるだけ避けつつ、本来の事業目的を果たせるよ
うな仕組みを構築すること自体が、今後の事業運営力強化につながるものと考え、
オンラインでの交流機会の持ち方などを研究して事業推進する。

プロジェクト関係者と日本にて伝統的農業のワークショップを開催し知識交流を
行った上で、学術論文集を完成させる。タイ・カレン族の焼畑を視察し、土地利用
の文化・伝統の継承について知識交流を行う。

今後の
展望

今後の
展望

コットン畑での農業体験コットン畑での農業体験

チェング祭において伝統衣装の歌と踊りチェング祭において伝統衣装の歌と踊り

大学生と地域住民が草木染め体験大学生と地域住民が草木染め体験
を共有を共有

ハンノキを活用した焼畑の先進地ハンノキを活用した焼畑の先進地
を視察を視察

参加大学生が延べ
20人を超える 65 人
アイデアコンテスト
応募10点以上 36 点

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 70 ％

焼畑に関する学術論文
集編纂論文数 14 編
主催イベント参加者数
（延べ数） 280 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 33 ％


